
福岡県福祉サービス第三者評価の結果 

【第三者評価機関】 

 

【福祉サービス施設・事業所基本情報】 

◆経営法人・設置主体 

法 人 名 称 

シャカイフクシホウジン カホノサト 

社会福祉法人 嘉穂の里 

法 人 の 

代 表 者 名 

イナトミ ヨシヒロ 

設立年月日 
平成 

  ９年 １月 ７ 日 稲冨 祥泰 

◆施設・事業所 

施 設 名 称 

ダイニサクラガクエン 
施 設 

種 別 

障がい者支援施設 

  短期入所 第２さくら学園 

施 設 所 在 地 
〒820-0301 

福岡県嘉麻市牛隈1706-3 

施 設 長 名 

ササキ  シンヤ 

開設年月日 平成 １８年 ７月 １日 
佐々木 信哉 

Ｔ Ｅ Ｌ ０９４８－５７－４１８８ Ｆ Ａ Ｘ ０９４８－５７－４１８９ 

Ｅ メ ー ル 

ア ド レ ス 
Kahonosato@gmail.com 

ホームページ 

ア ド レ ス 
http:// kahonosato.jp 

定 員 

( 利 用 人 数 ) 
３０ 名・世帯（現員 ３１名・世帯） ※該当を○で囲む 

職 員 数 常勤職員：       ３２名 非常勤職員：      ２名 

専 門 職 員 

看護師    １名 社会福祉士 ２名 栄養士  １名 

介護福祉士 １１名   

施 設 ・ 設 備 

の 概 要 

（居室数） ２１部屋 （設備等）食堂 １室 レクリエーション室 

相談室 １室 浴室・脱衣室 ２室 医務室・静養室 １室 

名 称 特定非営利活動法人 北九州シーダブル協会 

所 在 地 
〒803-0844 

福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号 

Ｔ Ｅ Ｌ ０９３－５８２－０２９４ Ｆ Ａ Ｘ ０９３－５８２－０２８０ 

評 価 調 査 者 

登 録 番 号 
14-a00029 14-b00076 14-a00026 14—b00069 14-a00028 14-b00075 

（様式１） 



 

◆施設・事業所の理念・基本方針 

理 念 良質の支援サービスによって安心と快適を提供します 

基 本 方 針 

1. 多様化する福祉サービスに的確に対応すること 

2. 常に資質向上に努めること 

3. 革新を続ける情熱と向上心を忘れないこと 

4. 創造性ある施設づくりと運営に挑戦すること 

5. 事業運営の透明性を図ること 

◆施設・事業所の特徴的な取組 

重度の利用者様へ常時の支援体制を確保することにより、地域において家庭的な環

境で日常生活又は社会生活を営むことができるよう、共同住居においてサービスを

行っています。 ご利用者様の身体及び精神の状況とこれまでの人生のバックグラ

ウンドを考慮し、相談・ 入浴・排せつ・食事等、日常生活上の援助を適切かつ効果

的に行います。 生活支援(健康面・生活環境・身だしなみ等)並びに心身の状況や支

援度に合わせた日中活動を利用者様一人ひとりのニーズと能力、支援目的に応じ、

提供しています。 

 

 

◆第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

契 約 日 令和    ６年   ９月  １２日 

訪 問 調 査 日 令和    ６年  １０月  １０日 

訪 問 調 査 日 令和    ６年  １０月  ２９日 

評価結果確定日  令和     ６年  １１月  ２９日 

受審回数（前回の受審時期） 今回の受審：   １回目（前回    年度） 

 

 

 



 

【評価結果】 

１ 総  評 

（１）特に評価の高い点 

 

（２）改善を求められる点 

 

〇 桜の木に囲まれた自然豊かな環境の中、ゆったりとした広い敷地の中で利用者がのび

のびと生活し、理事長のリーダーシップの下、施設長、チーフを中心に、職員が一丸とな

って、「いつもの第２さくら学園」を大切に、利用者一人ひとりの「安心と快適」を目指

して取り組んでいる。 

〇 日中活動のスキルアップ、レクリエーション活動の充実を図り、アウトレット北九州

へのバスハイク、大分県への学園旅行を始め、九州プロレス観戦やペイペイドームでの

野球観戦、少人数や個別での外出等、利用者にとってより良い、楽しい生活を目指し、支

援に取り組んでいる。 

〇 優秀な新卒採用や外国人技能実習生の確保に向けて積極的に取り組んでいる。福利厚

生の充実、各種クラブ活動による事業所間の親睦、研修の機会の確保、支援発表コンテ

ストの開催等による職員の育成にも力を入れて取り組み、職員が向上心を持って楽しく

働き続けることのできる職場環境を整えている。 

〇 アンケート「あなたの心を聞かせてください」を実施して、「何がしたい？」「どこに行

きたい?」「何が食べたい？」「困っていることは？」「不満は？」等、利用者の思いの把

握に努め、利用者の意思を尊重した個別支援に取り組んでいる。 

〇 法人内に専門部署を設置してそれぞれの専門分野で活発に活動している。ＰＲプラン

ナーを配置して積極的なＰＲ活動を行い、選ばれる施設を目標に、嘉穂の里ブランドの

確立に向けて取り組んでいる。また、人財開発室を立ち上げ、人財の確保、育成に関して

も力を入れて取り組んでいる。 

 

 



 第三者評価の結果に対する事業者のコメント 

 

 共通評価基準及び個別評価基準の評価項目による第三者評価結果（別添） 

 

  

 

今回第三者評価を受けたことにより、社会福祉法人 嘉穂の里 第 2 さくら学園の取り組み

にさらに自信を持ち取り組むよい機会となりました。今後も当法人の基本理念と「いつも

の第 2 さくら学園」を基に、利用者様・Staff・地域の方により良いサービスを提供できる

よう取り組んでいきます。専門的な着眼点により書類や学園の様子について高い評価をい

ただきありがとうございました。 

  


